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か
つ
て
我
が
家
は
南
大
沢
の
八
幡
神
社
の

西
裏
に
あ
り
、
八
幡
坂
を
上
る
と
相
模
川
の

鮎
を
江
戸
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
尾
根
の
江
戸

道
に
出
た
。
江
戸
道
の
南
側
の
雑
木
林
に
小

さ
な
塚
が
数
基
あ
っ
た
。
江
戸
道
を
西
に
進

む
と
、
し
ん
ろ
く
坂
と
の
合
流
点
付
近
の
頂
い
た
だ
き

に
道
ど
う
し
ゅ
ん
づ
か

春
塚
が
あ
っ
た
。
自
宅
か
ら
、
塚
の
赤

松
を
い
つ
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

江
戸
時
代
末
の
地
誌
に
「
道
春
塚　

村
北

の
山
の
上
江
戸
道
の
ほ
と
り
に
あ
り
。
高
さ

九
尺
余
。
昔
佐
藤
道
春
と
い
う
人
の
築
き
し

故
こ
の
名
あ
り
と
い
う
。
ま
た
同
所
二
丁
ほ

ど
東
に
あ
た
り
て
、
高
さ
三
尺
ば
か
り
な
る

塚
あ
り
」（「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿　

多
摩
郡

巻
の
九
十
七
」）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
以
前
、
私
は
江
戸
時
代
の
風

景
そ
の
ま
ま
を
目
に
し
て
い
た
の
だ
。
こ
の

塚
は
古
墳
か
、
財
宝
が
埋
ま
っ
て
い
る
の

か
、
ず
っ
と
疑
問
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
鑓
水
に
伝
わ
る
「
炭
の
境
界
」
と

い
う
以
下
の
伝
説
と
も
関
係
す
る
。

　

鑓
水
の
隣
村
の
小
山
村
（
町
田
市
）
に
は

昔
か
ら
炭
が
埋
め
て
あ
る
の
で
、
境
界
が

は
っ
き
り
分
か
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ

た
。
小
山
村
の
道
成
が
自
分
た
ち
の
土
地
を

増
や
そ
う
と
考
え
、
鑓
水
の
土
地
に
炭
を
埋

め
た
。
あ
る
と
き
、
村
の
人
を
連
れ
て
鑓
水

に
入
り
、「
昔
か
ら
こ
の
辺
り
は
確
か
小
山

村
の
土
地
だ
、
今
日
限
り
こ
の
土
地
に
立
ち

入
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
驚
い
た

鑓
水
の
人
た
ち
は
、
昔
か
ら
代
々
鑓
水
の
者

が
耕
し
て
き
た
土
地
だ
と
言
い
、
い
や
小
山

村
の
土
地
だ
、
と
争
い
と
な
っ
た
。
そ
の
と

き
、
小
山
村
の
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
境

界
に
は
炭
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、
掘
っ
て

み
て
炭
が
あ
れ
ば
俺
た
ち
の
土
地
だ
と
言
っ

た
。
双
方
が
こ
の
言
い
伝
え
に
従
う
こ
と
と

な
り
、
掘
っ
て
み
る
と
炭
が
出
て
き
て
小
山

村
の
土
地
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
道
成
が

や
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
鑓
水
に
は
証

拠
が
な
く
、
土
地
を
取
り
返
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
鑓
水
の
獄
門
場

で
は
り
つ
け
に
さ
れ
た
と
い
う
。（〈
筆
者
要

約
〉
一
九
六
一
『
私
た
ち
の
郷
土
由
木
村
』

小
倉
英
明
）

　

南
大
沢
の
塚
と
鑓
水
の
伝
説
に
関
し
て

『
新
八
王
子
市
史　

通
史
編
３
近
世
（
上
）』

５
８
５
～
５
９
０
頁
の
記
載
の
史
実
が
、
私

の
疑
問
を
解
い
て
く
れ
た
。
慶
安
４
年
（
１

６
５
１
）
と
寛
文
５
年
（
１
６
６
５
）
に
小

山
村
は
鑓
水
村
（
鑓
水
）
や
大
沢
村
（
南
大

沢
）
を
相
手
に
、
幕
府
に
土
地
を
め
ぐ
る
訴

訟
を
起
こ
し
た
。
天
和
３
年
（
１
６
８
３
）

に
周
囲
の
村
々
も
含
め
て
よ
う
や
く
解
決
す

る
。
村
々
の
境
界
が
問
題
で
、
こ
の
と
き
村

の
人
た
ち
は
村
境
に
炭
を
埋
め
た
り
、
塚
や

堀
を
築
い
て
い
た
の
だ
。

　

八
王
子
市
の
姉
妹
都
市
の
う
ち
、
今
回
は

小
田
原
市
を
歩
い
て
み
た
。
最
近
、
内
陸
部

の
八
王
子
に
進
出
し
て
き
た
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ

の
故
郷
と
思
わ
れ
る
、
海
辺
に
近
い
ま
ち
で

あ
る
。

　

小
田
原
と
い
え
ば
何
よ
り
梅
林
が
有
名
だ
。

水
戸
市
の
偕
楽
園
、
越
生
町
の
越
生
梅
林
と

と
も
に
、
関
東
三
大
梅
林
に
数
え
ら
れ
る
。

小
田
原
は
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
箱
根
山

を
越
え
る
旅
人
が
、
弁
当
の
傷
み
を
防
ぐ
た

め
に
買
い
求
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
梅
干

し
を
よ
く
生
産
し
て
い
た
。
ま
た
、
か
つ
て

は
二
宮
町
に
か
け
て
塩
田
が
広
が
り
、
塩
が

豊
富
に
供
給
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
要
因

か
ら
梅
林
が
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

小
田
原
の
梅
林
で
最
も
有
名
な
の
が
曽
我

梅
林
で
あ
る
。
曽
我
と
い
え
ば
、
赤
穂
浪
士

の
討
ち
入
り
と
伊
賀
越
え
の
仇
討
ち
に
並
ぶ
、

日
本
三
大
仇
討
ち
の
１
つ
、
曽
我
兄
弟
の
仇

討
ち
で
知
ら
れ
る
。
別
所
・
中
河
原
な
ど
の

梅
林
か
ら
な
り
、
眼
下
に
広
が
る
相
模
湾
や

富
士
山
と
箱
根
の
山
々
を
背
景
に
し
て
約
３

万
５
千
本
の
梅
が
咲
き
誇
る
。
Ｊ
Ｒ
御
殿
場

線
下
曽
我
駅
か
ら
歩
い
て
い
け
る
所
に
梅
林

は
あ
る
。
２
月
末
に
訪
れ
た
と
き
は
梅
祭
り

の
最
中
で
、
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
た

だ
、
こ
こ
の
梅
林
は
観
光
用
と
い
う
よ
り
、

梅
の
実
の
生
産
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
ほ
と

ん
ど
が
白
梅
で
、
よ
く
剪
定
さ
れ
た
枝
ぶ
り

が
心
地
よ
い
。
曽
我
梅
林
で
は
梅
の
花
を
見

る
だ
け
で
な
く
、「
曽
我
の
里
散
策
コ
ー
ス
」

が
あ
っ
て
、
曽
我
物
語
に
ま
つ
わ
る
史
跡
が

連
な
り
、
路
傍
に
は
石
仏
が
鎮
座
し
て
い

て
、
の
ど
か
な
里
の
散
策
が
楽
し
め
た
。

　

小
田
原
駅
西
口
か
ら
市
役
所
方
面
に
歩
い

て
15
分
の
所
に
、
日
本
全
国
で
歌
い
親
し
ま

れ
て
い
る
童
謡
「
め
だ
か
の
学
校
」
の
発
祥

の
地
が
あ
り
、
荻
窪
用
水
の
流
れ
を
利
用
し

た
水
車
が
回
っ
て
い
た
。
荻
窪
用
水
と
は
、

江
戸
時
代
に
約
20
年
か
け
て
早
川
か
ら
荻
窪

地
区
の
田
ん
ぼ
に
水
を
引
き
込
ん
だ
用
水
路

の
こ
と
。
こ
の
用
水
沿
い
を
上
流
に
向
か
っ

て
歩
く
と
辻
村
植
物
公
園
が
あ
り
、
こ
こ
に

も
梅
林
が
整
備
さ
れ
、
訪
れ
た
際
に
は
白
梅

が
満
開
に
な
っ
て
い
た
。

　

小
田
原
駅
東
口
か
ら
歩
い
て
約
10
分
で
小

田
原
城
に
着
く
。
こ
こ
も
梅
が
満
開
で
、
お

堀
に
は
ヒ
ド
リ
ガ
モ
の
小
群
と
珍
し
い
ミ
コ

ア
イ
サ
と
い
う
カ
モ
が
い
た
。
ま
た
、
城
内

の
松
で
は
ア
オ
サ
ギ
が
小
群
で
造
巣
中
、
５

月
こ
ろ
は
ヒ
ナ
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
城
址

公
園
内
が
賑
や
か
に
な
る
こ
と
と
推
定
さ
れ

る
。

　

小
田
原
城
か
ら
さ
ら
に
南
に
進
む
と
御
幸

の
浜
が
あ
る
。
こ
の
浜
に
か
つ
て
塩
田
が

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
が
つ
か
な
い
。
海
上
の

水
面
低
く
鵜
、
鴎
が
飛
ん
で
い
た
。

八王子・日野カワセミ会 会長　粕谷　和夫
八王子自然探訪 ９小田原の梅林を歩く

南大沢の道春塚と鑓水の炭の境界
八王子地域社会研究会 代表　佐藤　広

八王子の民俗誌 23

▲曽我梅林石仏

▲発掘された道春塚（1970年７月筆者撮影）
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本
書
は
大
久
保
長
安
の
武
田
氏

時
代
、
５
か
国
領
有
時
代
、
関
東

領
有
時
代
、
関
ケ
原
合
戦
後
か
ら

徳
川
幕
府
成
立
後
の
時
代
を
経
糸

と
し
、
そ
の
間
に
お
け
る
諸
功
績

を
緯
糸
と
し
て
、
大
久
保
長
安
の

す
べ
て
を
明
ら
か
に
し
た
、
い
わ

ば
大
久
保
長
安
の
「
一
代
記
」
的

な
要
素
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
従

来
の
大
久
保
長
安
に
つ
い
て
の
研

究
は
、
佐
渡
金
山
や

石
見
銀
山
、
関
東
に

お
け
る
検
地
、
土
木

治
水
、
町
立
、
信
州

木
曽
谷
の
木
材
（
榑

木
）、
東
海
道
や
中

山
道
の
伝
馬
制
度
に

つ
い
て
な
ど
、
代
官

頭
と
し
て
の
活
動
の

研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

慶
長
18
（
１
６
１
３
）
年
４
月
の

大
久
保
長
安
の
死
去
直
後
の
、
い

わ
ゆ
る
「
不
正
蓄
財
」
に
よ
っ
て

長
安
が
「
処
断
」
さ
れ
た
こ
と
か

ら
長
安
の
「
悪
玉
」
伝
承
も
論
述

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

し
か
し
筆
者
が
こ
れ
ま
で
収
集

し
た
約
１
２
０
０
点
余
に
の
ぼ
る

大
久
保
長
安
の
発
給
文
書
や
関
連

文
書
の
分
析
・
検
討
に
よ
っ
て
、

各
時
代
・
各
地
域
に
お
け
る
代
官

頭
と
し
て
の
活
躍
だ
け
で
な
く
、

慶
長
10
年
以
降
、
大
御
所
と
な
っ

た
家
康
の
、
い
わ
ゆ
る
大
御
所
政

治
下
（
駿
府
政
権
）
に
お
い
て
年

寄
衆
と
な
っ
た
長
安
の
活
動
な
ど

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
特
に

地
域
的
に
は
従
来
あ
ま
り
研
究
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
関
ケ
原
合

戦
後
に
お
け
る
豊
臣
公
儀
下
の
畿

内
と
そ
の
周
辺
諸
国
に
も
徳
川
勢

力
が
進
出
し
、
そ
の
先
鋒
と
し
て

長
安
が
豊
臣
系
大
名
へ
の
知
行
割

渡
や
領
地
争
い
や
寺
社
間
の
争

論
、
民
衆
間
の
山
論
や
入
会
地
争

論
、
琵
琶
湖
に
お
け
る
漁
業
争
論

な
ど
、
様
々
な
裁
許
（
裁
判
）
に

年
寄
衆
と
し
て
功
績
を
残
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
諸
大
名
の
灰
吹
銀

の
製
造
禁
止
、
豊
臣
氏
と
の
対
決

に
備
え
て
の
畿
内
代
官
の
年
貢
勘

定
指
令
な
ど
の
全
国
政
権
と
し
て

の
貨
幣
・
経
済
政
策
や
直
轄
都
市

長
崎
へ
の
大
村
藩
領
の
編
入
に
よ

る
長
崎
領
の
拡
大
政
策
、
全
国
的

な
人
身
売
買
の
禁
止
令
な
ど
、
年

寄
衆
と
し
て
の
諸
活
動
も
明
ら
か

に
し
た
。

　

長
安
が
手
掛
け
た
石
見
銀
山
は

２
０
０
７
年
に
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、
佐
渡
金
山
も
昨

年
、
政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
遺

産
の
登
録
申
請
を
し
て
お
り
、
今

年
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て

登
録
さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
と
み
ら
れ
る
。
も
し
佐
渡
金
山

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、

長
安
は
２
つ
の
世
界
遺
産
を
つ

く
っ
た
人
物
と
な
る
。	（
著
者
記
）

和
泉
清
司
著

揺
籃
社
・
発
行　

２
５
０
０
円
＋
税

Ａ
５
判
、
３
６
８
ペ
ー
ジ

※�

本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書

店
か
、
当
誌
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

『�

定
本�

大
久
保
石
見
守
長
安
―
江
戸
幕
府
創

成
期
を
支
え
た
総
代
官
・
年
寄
衆
の
功
績
』

私
の

本
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
　
其
の
五
十
七

い
ま
こ
そ
知
ろ
う
!!　

大
久
保
長
安

―
。
猿
楽
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
武
田
信
玄
に
仕
え
た
の
ち
、
戦
国
末
期

に
徳
川
家
康
の
配
下
に
。
民
政
の
面
で
本
領
を
発
揮
し
、
石
見
銀
山
や
佐
渡
金
山
な
ど
の
開
発
に
よ
り
、
江
戸
幕
府

創
成
期
の
財
政
を
支
え
る
一
方
、
大
御
所
家
康
の
年
寄
衆
と
し
て
幕
府
権
力
の
確
立
に
活
躍
す
る
な
ど
、
多
方
面
で

大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
江
戸
期
代
官
研
究
の
第
一
人
者
が
ま
と
め
た
、
新
史
料
・
新
発
見
・
新
解

釈
を
含
む
、
大
久
保
長
安
研
究
の
決
定
版
で
す
！

『
定
本 

大
久
保
石
見
守
長
安
―
江
戸
幕
府
創
成
期
を
支
え
た
総
代
官
・
年
寄
衆
の
功
績
』　
和
泉
清
司
　
著
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介
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誰
も
が
一
度
は
そ
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
ろ
う
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）」。
で
も
、
そ

こ
に
ど
れ
だ
け
の
税
金
が
投
入
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
詳
し
く
知
っ
て
い
る

方
は
な
か
な
か
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
著
者
は
46
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
一
貫
し

て
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
初
歩
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
青

年
海
外
協
力
隊
の
役
割
、
世
界
各
国
で
の
実
践
例
な
ど
を
網
羅
的
に
紹
介
。
こ
れ
１
冊
で
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
何
た
る
か
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
例
も
登
場
。
日
本

に
と
ど
ま
ら
な
い
多
角
的
な
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
教
科
書
で
す
。

パ
ッ
と
開
い
て
飛
び
込
ん
で
来
た
歌
「
夏
祭
り
果
て
た
る
後
の
寂
し
さ
を
始
ま
る
前
か
ら
思
っ
て

し
ま
う
」
に
痺
れ
ま
し
た
。
鋭
敏
な
感
覚
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
た
４
章
は
、
公
務
員
時
代
と
画

廊
経
営
時
代
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
前
半
の
陰
影
の
濃
さ
は
、
仕
事
の
懊
悩
ゆ
え
。「
強

き
口
調
に
強
き
口
調
で
応
え
つ
つ
呑
ま
れ
し
吾
と
思
い
至
れ
り
」
は
象
徴
的
で
す
。
母
の
看
取
り

を
経
て
、
徐
々
に
明
る
く
な
っ
て
い
く
歌
群
。「
叶
う
こ
と
叶
わ
ざ
る
こ
と
見
極
め
て
迷
わ
ず
生

き
ん
と
揺
れ
つ
つ
思
う
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
画
廊
。
四
半
世
紀
ぶ
り
の
第
２
歌
集
は
、
揺
れ

な
が
ら
も
自
ら
選
び
取
っ
た
人
生
を
肯
定
す
る
、
ま
っ
す
ぐ
な
１
冊
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

歌
集　
月
夜
の
階
段

森　
利
恵
子
・
著

★
私
家
版

★
四
六
判
、
２
０
６
ペ
ー
ジ

※�

本
書
は
私
家
版
で
す
。
お
求
め
の
際
は
、
当
誌
編
集
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野
田　
城
照
・
著

★
私
家
版

★
Ａ
４
判
、
２
６
８
ペ
ー
ジ

※�

本
書
は
私
家
版
で
す
。
お
求
め
の
際
は
、
当
誌
編
集
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
っ
て
こ
ん
な
こ
と
！�

�

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

「はちとぴ」の置いてあるところ
「はちとぴ57号」は9,000部を
発行、右記の場所にて配布いた
します。八王子市民にアピール
したい商品やサービスの広告に
ピッタリ。是非、協賛ください。

広告募集中！

お客さんとのコミュニケーショ
ンツールにしたり、待ち時間の
合間に雑誌感覚で読んでもらっ
たりと、利用方法はさまざま。

「はちとぴ」を新サービスとし
てご活用ください。

提携店募集中！

�公共施設

八王子観光コンベンション協会
八王子商工会議所
八王子市郷土資料館
八王子市中央図書館
八王子市川口図書館
八王子市南大沢図書館
八王子市生涯学習センター図書館
八王子市絹の道資料館
八王子市役所産業振興部
八王子市役所スポーツ振興課
道の駅「八王子滝山」
サイエンスドーム八王子
八王子クリエイトホール
八王子市学園都市センター
八王子市市民活動支援センター
八王子市子ども家庭支援センター
八王子市芸術文化会館いちょうホール
八王子市教育センター
八王子市南大沢事務所
八王子市南大沢文化会館
大学セミナーハウス
長池公園自然館
高尾599ミュージアム
夕やけ小やけふれあいの里
市内各市民センター� 等

�お店・企業・学校

アート八王子
アクサ生命
㈲赤坂商店
御菓子司　旭苑
吾妻寿し
アメニティーライフ八王子
㈲荒物加島屋
小俣ダンススタジオ
café�de�la�poste
cafe�rin
ギャラリー・スペースことのは
京晴㈱
くまざわ書店
くまざわ書店京王八王子店
くまざわ書店西八王子店
㈱クラブＳ保険サービス
グループホームびおら
桑の実幼稚園
敬愛保育園
啓文堂高尾店
工学院大学
小谷野紙店
㈲埼玉屋本店
和食　坂福
坂本クリニック・坂本医院

J A八王子ふれあい市場
シミズパーク24
ジョイステージ八王子
東京都立大学
スマイルこどもクリニック
せいがの森保育園
セブンイレブン八王子北口店
創価大学
高尾の森わくわくビレッジ
拓殖大学
そば・うどん　玉川亭
たましん散田店
多摩美術大学
東京家政学院大学
東京工業高等専門学校
東京純心大学
東京造形大学
東京薬科大学
とみりえ
中野屋商店
㈱日住
ハーモニーネット
はちおうじみずき通り整体院
はちねこ！カフェ
八王子エルシィ
八王子学園八王子高等学校
八王子中央自動車学校

八王子市役所売店「はっち」
八王子消化器病院
㈱富士屋
ふもとや
Coffee�Bricks
ベネック
法政大学
まちの駅　八王子CHITOSEYA
松姫本店
㈲峰尾豆腐店
みやま大樹の苑
もぐもぐランド
山梨中央銀行八王子支店
㈱山六
有隣堂CELEO八王子店
竜泉寺の湯� 等

�その他団体など

サイバーシルクロード八王子
八王子法人会
八王子市医師会
八王子市職員等事業本部
八王子自治研究センター
八王子センター元気
八王子いちょう祭り祭典委員会
墨のアトリエ墨童舎
はちとぴサポーターの会� 等

「八王子で天体観測」（仮）
今号は八王子を離れて「姉妹都市」を取り上げましたが、次号の特集は地球を
離れて「宇宙」です。市内で活動する天文同好会や200年前に八王子に飛来し
た八王子隕石、市内の魅力的なプラネタリウムや天体望遠鏡など、宇宙にかか
わる話題が盛りだくさん。未知との遭遇があるかもしれませんよ！

第58号（清風号）は
９月１日発行予定


